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フォトンカウンティング CT は、従来の CT 像に X 線光子のエネルギー情報を追加した CT 像を

取得する測定手法である。エネルギー情報が追加されることで、物質による X 線減弱係数から解

析的に元素の電子密度、ならびに実効原子番号が得られ、物質内の特定元素を定量分析すること

が可能となる[1,2]。我々は、この特徴が動作下のリチウムイオン実電池内におけるリチウムイオ

ン分布を非破壊で可視化する手法として有効であると考え、研究を進めている。これまでに本手

法の原理実証として、LiCl水溶液のX線減弱係数からLiCl化合物濃度の検量線を求めた。さらに、

フォトンカウンティングCTを市販のリチウムコイン電池(VL2020)に適用しCT像の測定を試みた。 

実験は、マイクロフォーカス X 線源(浜松フォトニクス L12161-07)と CdTe 検出器(Amptek 

XR-100T CdTe)を用いて行った。試料は LiCl 濃度の異なる LiCl 水溶液を用いた。LiCl 濃度は、0 wt%、

17.27 wt%、23.85 wt%、29.45 wt%とした。水溶液を光路長 10mm のガラスセルに入れ、透過 X 線

エネルギースペクトルから、X 線減弱係数を求めた。ここで、入射 X 線強度として空のガラスセ

ルの測定結果を用いた。得られた LiCl 水溶液の X 線減弱係数から、回帰分析により LiCl 濃度を

求めた。その結果、回帰分析から得られた LiCl 濃度と試料の LiCl 濃度との間に線形関係が成り立

ち、フォトンカウンティング CT により化合物の定量分析が可能であることがわかった。各濃度

の相対誤差は 3%~10%であった。リチウムコイン電池の CT 像の測定は、入射 X 線に対し試料を

水平方向に 0.2mm ステップで±6.3mm 移動させながら、各位置で 1.8°ごと 180°回転させ行なっ

た。1 箇所での測定時間は 10 秒とした。得られた CT 像は電池を構成する物質によりコントラス

トの変化を示し、本手法による CT 像の測定に成功した。本講演では、結果の詳細を示すととも

に、リチウムの定量分析についても報告する予定である。 
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